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は　し　が　き

　本書は科学研究費補助金に基づく基盤研究（B）「オートファジーの栄養的制

御機構：アミノ酸シグナリングと食品制御」の成果報告書である。

　オートファジー（autophagy，自食作用）は栄養飢餓により誘導される代表的な

生理的応答であり、個体の生存にとって必須の現象である。60年代より観察

されていたにもかかわらず、その分子機構は最近までほとんど明らかにされず、

近年ようやく酵母を用いた分子遺伝学的研究により、その詳細な過程が姿を現

し始めた。著者らのグループは哺乳動物細胞におけるこのオートファジーを約

20年にわたり解析してきた。とりわけ、その最も典型的な栄養刺激によるこ

の過程の調節機構の解明を目指している。本研究では、栄養刺激の代表である

アミノ酸の作用機構を探ることと、この現象が老化と密接に関わること、そし

てそれが食品による制御により改善される道を探るべく、以下のような2つの

観点からアプローチを行った。

A．オートファジーに対するアミノ酸のシグナリング機構の解析

B．食品成分によるオートファジーの調節

　この2年間にわたる研究により得られた研究成果は大部分学会等で口頭発表

されているが、印刷公表されたものは一部であり、現在鋭意投稿準備中である。

なお、本研究課題は当研究室での研究活動の中心であるが、本書は本課題の内

容を中心としつつ、これまでの当研究室での流れに沿った成果もつけくわえた。

平成19年3月

新潟大学自然科学系

（農学部応用生物化学科）

門　脇　基　二
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　　　°fNutrition・　136（6S）・　1633S－1757S，　2006．　　　　　【論文21】

8．随、Md．　Razaul　Karim、但木麻美．抗酸化物質によるラット単離細胞オート

　　　ファジーの促進作用、必須アミノ酸研究、No．175，54－58，2006．　1論文22】

9・毘脇・基二・増澤陽子・　食品アミノ酸の適正摂取の評価に関する第5回ワー一クシ

　　　ヨツプ・イ7bSi－ILSI　」apan・　N。・88，　PP．8ユー86，2・・5．　　1‖紋23】

10・DavidH・B・ker・　Denni・M・　Bier・Luc　Cyn・b・r，　M・t・ni・Kad・waki，　Sidney　M．　M。rri，，

　　J「・　・and　Andrew　G・Renwi・k（Edit。rs）・6th　Amin・Acid　Assessment　W。rk，h。P，

　　Pr・ceedings・f　the　W・rksh・P　held　in　Bud・pest，　N・ve血b・r　6－7，・2006．7。urna1。f

　　Nutri　tion，137（6S－ll），1599S－1703S，2007．　　　　　1　　　【論文24】

（4）研究成果による工業所有権の出願・取得状況

1）名　称：食肉の呈味成分量及び／又は風味の増加方法とそのための飼料

　　　　　　　　　及び飲水
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　　発明者：藤村　忍、渡邊裕也、門脇基二

　　権利者：新潟大学

　　種類・番号：特願2005－079375

　　出願年月日：平成17年3月18日

2）名　称：米タンパク質組成物およびその用途

　　発明者：熊谷武久、門脇基二

　　権利者1亀田製菓、新潟大学

　　種類・番号1特願2005－267412

　　出願年月日1平成17年9月14日
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